














































瀬 戸 秀 紀
非平衡 ･非定常な系のふるまい,特に無秩序な系から秩序がいかにして形成されてくるか,
という問題は,いろいろな方面からの研究が盛んに行なわれている｡なかでも空間的に hete-











namate)という物質であり,76℃-93℃の間で SmecticC*柏 (液晶相 )となる｡この状態
において顕微鏡下で観察すると,幅2-3pmの明暗のパターンが見える(この柏は長周期構
造に対応する)｡ここで,この面に垂直に電場をかけると,柏は SmC(SmecticC)柏に転移し,
シマ模様が消えて空間的に一様となる｡この相転移の時間は数秒-数十秒の程度であるので,
その過程をVTRにとれば,秩序形成の過程をリアルタイムで見ることができるわけである｡
実験データは,画像処理専用の大型計算機TOSPIX,TOSBACを用いて二次元でのフーリエ変
換を実行して,実空問,逆格子空間双方の時間的変化を調べることにより解析した｡これらか
ら,相転移は2つの過程を経て起こっていることがわかる｡前半は相転移直後から2秒の間で,
実空間では太い幅で間隔の広いシマができており,逆格子空間では,低波数側に1つのピーク
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